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(57)【要約】
【課題】効率的なパワーアシスト機能を実現するととも 
に、着用者の体力や作業内容等に応じてアシスト力の調 
整もできるようにした作業支援スーツを提供すること。
【解決手段】作業支援スーツ１は、着用者の両腕を通し 
て装着される上装着部１０と、着用者の両大腿部をそれ 
ぞれ外側から巻き付けるようにして装着される下装着部 
２０と、上装着部１０及び下装着部２０間に張力を作用 
させる牽引部３０とを備える。牽引部３０は、上接続部 
材３２及び下接続部材３３に掛け渡される外側弾性帯３ 
１１と、上端側が上接続部材３２に接続し、下端側にバ 
ックルリング３１４が設けられた内側弾性帯３１２とを 
有する。バックルリング３１４は、外側弾性帯３１１を 
挿通させた状態で、下接続部材３３に係脱可能とされる 
。バックルリング３１４を下接続部材３３から係脱する 
ことで、牽引部３０全体の張力を簡単に調整することが 
できる。
【選択図】図１

評価書の請求　未請求　請求項の数　7　　ＯＬ　（全13頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 着 用 者 の 背 中 に 当 て ら れ 該 着 用 者 の 両 腕 を 通 し て 装 着 さ れ る 上 装 着 部 と 、 前 記 着 用 者 の  
臀 部 に 当 て ら れ 該 着 用 者 の 両 大 腿 部 を そ れ ぞ れ 外 側 か ら 巻 き 付 け る よ う に し て 装 着 さ れ る  
下 装 着 部 と 、 前 記 上 装 着 部 及 び 前 記 下 装 着 部 間 に 介 装 さ れ 前 記 着 用 者 の 背 中 側 で 該 上 装 着  
部 及 び 該 下 装 着 部 間 に 張 力 を 作 用 さ せ て 牽 引 す る 牽 引 部 と を 備 え る 作 業 支 援 ス ー ツ で あ っ  
て 、
　 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 と 前 記 下 装 着 部 と に 連 結 さ れ 、 互 い に 重 ね ら れ た 少 な く と  
も ２ 枚 の 弾 性 帯 を 有 し て い る 作 業 支 援 ス ー ツ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 に 接 続 さ れ る 上 接 続 部 材 と 、 前 記 下 装 着 部 に 接 続 さ れ る 下  
接 続 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 下 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対 し 直 交 す る 方 向 に 立 ち 上 が る 下 係 止 部 が 一 体 的 に 形  
成 さ れ 、
　 前 記 少 な く と も ２ 枚 の 弾 性 帯 が 、
　 前 記 上 接 続 部 材 及 び 前 記 下 接 続 部 材 に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 す る 外 側 弾 性 帯 と 、
　 上 端 側 が 前 記 上 接 続 部 材 に 接 続 し 、 下 端 側 に 下 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ た 内 側 弾 性 帯  
と を 含 み 、
　 前 記 下 バ ッ ク ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 下 端 側 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 前 記 下 係 止 部  
に 係 脱 可 能 と さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 支 援 ス ー ツ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 に 接 続 さ れ る 上 接 続 部 材 と 、 前 記 下 装 着 部 に 接 続 さ れ る 下  
接 続 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 上 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対 し 直 交 す る 方 向 に 立 ち 上 が る 上 係 止 部 が 一 体 的 に 形  
成 さ れ 、
　 前 記 少 な く と も ２ 枚 の 弾 性 帯 が 、
　 前 記 上 接 続 部 材 及 び 前 記 下 接 続 部 材 に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 す る 外 側 弾 性 帯 と 、
　 下 端 側 が 前 記 下 接 続 部 材 に 接 続 し 、 上 端 側 に 上 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ た 内 側 弾 性 帯  
と を 含 み 、
　 前 記 上 バ ッ ク ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 上 端 側 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 前 記 上 係 止 部  
に 係 脱 可 能 と さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 支 援 ス ー ツ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 に 接 続 さ れ る 上 接 続 部 材 と 、 前 記 下 装 着 部 に 接 続 さ れ る 下  
接 続 部 材 と を 有 し 、
　 前 記 上 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対 し 直 交 す る 方 向 に 立 ち 上 が る 上 係 止 部 が 一 体 的 に 形  
成 さ れ 、
　 前 記 下 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対 し 直 交 す る 方 向 に 立 ち 上 が る 下 係 止 部 が 一 体 的 に 形  
成 さ れ 、
　 前 記 少 な く と も ２ 枚 の 弾 性 帯 が 、
　 前 記 上 接 続 部 材 及 び 前 記 下 接 続 部 材 に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 す る 外 側 弾 性 帯 と 、
　 上 端 側 に 上 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ 、 下 端 側 に 下 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ た 内 側 弾  
性 帯 と を 含 み 、
　 前 記 上 バ ッ ク ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 上 端 側 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 前 記 上 係 止 部  
に 係 脱 可 能 と さ れ 、 前 記 下 バ ッ ク ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 下 端 側 を 挿 通 さ せ た 状 態  
で 、 前 記 下 係 止 部 に 係 脱 可 能 と さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 作 業 支 援 ス ー ツ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 外 側 弾 性 帯 の 弾 性 係 数 の ほ う が 、 前 記 内 側 弾 性 帯 の 弾 性 係 数 よ り も 大 き い 、 請 求 項  
２ ～ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 作 業 支 援 ス ー ツ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 下 装 着 部 に 、 前 記 牽 引 部 の 下 接 続 部 材 と 接 続 す る た め の 接 続 部 が 複 数 設 け ら れ て い  
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る 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 作 業 支 援 ス ー ツ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 上 装 着 部 に 、 前 記 牽 引 部 の 上 接 続 部 材 と 接 続 す る た め の 接 続 部 が 複 数 設 け ら れ て い  
る 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 作 業 支 援 ス ー ツ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 例 え ば 荷 役 作 業 や 介 護 作 業 等 を す る 際 の 動 作 を 支 援 し て 着 用 者 の 身 体 的 負 担  
を 軽 減 す る た め の 作 業 支 援 ス ー ツ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 作 業 者 の 身 体 の 姿 勢 を 矯 正 し 、 ま た 荷 物 の 持 ち 運 び 等 の 作 業 を す る 際 の 屈 曲 動 作  
を 支 援 す る た め の 作 業 支 援 ス ー ツ が 開 発 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 及 び ２ 参 照 ） 。 こ  
の 作 業 支 援 ス ー ツ は 、 作 業 者 の 背 中 に 装 着 さ れ る 背 中 部 装 着 部 と 、 作 業 者 の 背 中 部 上 部 か  
ら 臀 部 に 渡 っ て 前 記 背 中 部 装 着 部 に 密 着 し 、 曲 げ 方 向 に お い て 弾 性 を 有 す る 背 骨 部 材 と を  
備 え て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ － １ １ ６ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ６ ４ １ ２ ６ ２ １ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の 作 業 支 援 ス ー ツ で は 、 背 骨 部 材 の 曲 げ 方 向 に お け る 弾 性 復 帰 力 に よ り 着 用 者 の 上  
半 身 を 起 こ す 方 向 へ の 動 作 （ 前 屈 動 作 ） を ア シ ス ト す る こ と が で き る 。 し か し 、 例 え ば 足  
を 踏 ん 張 っ て 荷 物 を 上 げ 下 ろ し す る よ う な 体 幹 を 使 う 重 い 動 作 に は 、 十 分 な パ ワ ー （ 「 ア  
シ ス ト 力 」 と も い う 。 ） を 提 供 す る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ っ た 。 ま た 、 着 用 者 の  
体 力 や 作 業 内 容 等 に 応 じ て 必 要 と さ れ る パ ワ ー は 異 な っ て く る が 、 従 来 の 動 力 を 使 わ な い  
パ ッ シ ブ 型 の 作 業 支 援 ス ー ツ で は 、 そ の よ う な ア シ ス ト 力 の 調 整 が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 は 、 こ の よ う な 従 来 の 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 人 間 工 学 を 考 慮 し た 効  
率 的 な パ ワ ー ア シ ス ト 機 能 を 実 現 す る と と も に 、 着 用 者 の 体 力 や 作 業 内 容 等 に 応 じ て ア シ  
ス ト 力 の 調 整 も で き る よ う に し た 簡 素 な 構 成 の 作 業 支 援 ス ー ツ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し  
て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 考 案 は 、 着 用 者 の 背 中 に 当 て ら れ 該 着 用 者 の 両 腕 を 通 し て  
装 着 さ れ る 上 装 着 部 と 、 前 記 着 用 者 の 臀 部 に 当 て ら れ 該 着 用 者 の 両 大 腿 部 を そ れ ぞ れ 外 側  
か ら 巻 き 付 け る よ う に し て 装 着 さ れ る 下 装 着 部 と 、 前 記 上 装 着 部 及 び 前 記 下 装 着 部 間 に 介  
装 さ れ 前 記 着 用 者 の 背 中 側 で 該 上 装 着 部 及 び 該 下 装 着 部 間 に 張 力 を 作 用 さ せ て 牽 引 す る 牽  
引 部 と を 備 え る 作 業 支 援 ス ー ツ で あ っ て 、 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 と 前 記 下 装 着 部 と  
に 連 結 さ れ 、 互 い に 重 ね ら れ た 少 な く と も ２ 枚 の 弾 性 帯 を 有 し て い る 作 業 支 援 ス ー ツ で あ  
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 作 業 支 援 ス ー ツ は 、 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 に 接 続 さ れ る 上 接 続 部 材 と 、 前 記 下 装  
着 部 に 接 続 さ れ る 下 接 続 部 材 と を 有 し 、 前 記 下 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対 し 直 交 す る 方  
向 に 立 ち 上 が る 下 係 止 部 が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も ２ 枚 の 弾 性 帯 が 、 前 記 上 接  
続 部 材 及 び 前 記 下 接 続 部 材 に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 す る 外 側 弾 性 帯 と 、 上 端 側 が 前 記 上 接 続 部  
材 に 接 続 し 、 下 端 側 に 下 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ た 内 側 弾 性 帯 と を 含 み 、 前 記 下 バ ッ ク  
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ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 下 端 側 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 前 記 下 係 止 部 に 係 脱 可 能 と さ  
れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 作 業 支 援 ス ー ツ は 、 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 に 接 続 さ れ る 上 接 続 部 材 と 、 前  
記 下 装 着 部 に 接 続 さ れ る 下 接 続 部 材 と を 有 し 、 前 記 上 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対 し 直 交  
す る 方 向 に 立 ち 上 が る 上 係 止 部 が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も ２ 枚 の 弾 性 帯 が 、 前  
記 上 接 続 部 材 及 び 前 記 下 接 続 部 材 に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 す る 外 側 弾 性 帯 と 、 下 端 側 が 前 記 下  
接 続 部 材 に 接 続 し 、 上 端 側 に 上 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ た 内 側 弾 性 帯 と を 含 み 、 前 記 上  
バ ッ ク ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 上 端 側 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 前 記 上 係 止 部 に 係 脱 可  
能 と さ れ て い る も の で も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 作 業 支 援 ス ー ツ は 、 前 記 牽 引 部 が 、 前 記 上 装 着 部 に 接 続 さ れ る 上 接 続 部 材 と 、 前  
記 下 装 着 部 に 接 続 さ れ る 下 接 続 部 材 と を 有 し 、 前 記 上 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対 し 直 交  
す る 方 向 に 立 ち 上 が る 上 係 止 部 が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 前 記 下 接 続 部 材 に は 、 牽 引 方 向 に 対  
し 直 交 す る 方 向 に 立 ち 上 が る 下 係 止 部 が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 前 記 少 な く と も ２ 枚 の 弾 性 帯  
が 、 前 記 上 接 続 部 材 及 び 前 記 下 接 続 部 材 に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 す る 外 側 弾 性 帯 と 、 上 端 側 に  
上 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ 、 下 端 側 に 下 バ ッ ク ル リ ン グ が 設 け ら れ た 内 側 弾 性 帯 と を 含  
み 、 前 記 上 バ ッ ク ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 上 端 側 を 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 前 記 上 係 止  
部 に 係 脱 可 能 と さ れ 、 前 記 下 バ ッ ク ル リ ン グ が 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 下 端 側 を 挿 通 さ せ た 状  
態 で 、 前 記 下 係 止 部 に 係 脱 可 能 と さ れ て い る も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 作 業 支 援 ス ー ツ は 、 前 記 外 側 弾 性 帯 の 弾 性 係 数 の ほ う が 、 前 記 内 側 弾 性 帯 の 弾 性  
係 数 よ り も 大 き い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 作 業 支 援 ス ー ツ は 、 前 記 下 装 着 部 に 、 前 記 牽 引 部 の 下 接 続 部 材 と 接 続 す る た め の  
接 続 部 が 複 数 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 作 業 支 援 ス ー ツ は 、 前 記 上 装 着 部 に 、 前 記 牽 引 部 の 上 接 続 部 材 と 接 続 す る た め の  
接 続 部 が 複 数 設 け ら れ て い る も の で も よ い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 着 用 者 に 対 し 、 効 率 的 な パ ワ ー ア シ ス ト 機 能 を 実 現 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 着 用 者 の 体 力 や 作 業 内 容 等 に 応 じ て ア シ ス ト 力 の 調 整 も 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る 作 業 支 援 ス ー ツ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に よ る 牽 引 部 の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ に よ る 牽 引 部 の 張 力 を 増 大 さ せ た 状 態 に あ る 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ に よ る 牽 引 部 の 上 接 続 部 材 を 示 す 正 面 図 、 側 面 図 及 び 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ に よ る 牽 引 部 の 下 接 続 部 材 を 示 す 平 面 図 、 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 下 バ ッ ク ル リ ン グ を 例 示 す る 正 面 図 、 側 面 図 及 び 底 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 ２ に よ る 牽 引 部 の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 ２ に よ る 牽 引 部 の 張 力 を 増 大 さ せ た 状 態 に あ る 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 例 ２ に よ る 牽 引 部 の 上 接 続 部 材 を 示 す 正 面 図 、 側 面 図 及 び 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ２ に よ る 牽 引 部 の 下 接 続 部 材 を 示 す 平 面 図 、 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 ３ に よ る 牽 引 部 の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 実 施 例 ３ に よ る 牽 引 部 の 張 力 を 増 大 さ せ た 状 態 に あ る 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る  
。
【 図 １ ３ 】 実 施 例 ３ に よ る 牽 引 部 の 上 接 続 部 材 を 示 す 正 面 図 、 側 面 図 及 び 底 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 実 施 例 ３ に よ る 牽 引 部 の 下 接 続 部 材 を 示 す 平 面 図 、 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ５ 】 作 業 支 援 ス ー ツ の 使 用 状 態 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 下 装 着 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 考 案 に 係 る 作 業 支 援 ス ー ツ の 好 適 な 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 こ  
こ で 、 図 １ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る 作 業 支 援 ス ー ツ １ の 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 本 明  
細 書 に お い て 、 作 業 支 援 ス ー ツ を 身 体 に 装 着 す る 者 を 「 着 用 者 」 と 称 す る 。 ま た 、 図 １ に  
お い て 、 作 業 支 援 ス ー ツ １ の 図 面 に 表 れ て い る 側 を 「 正 面 側 」 と し 、 図 面 に 表 れ て い な い  
反 対 側 を 着 用 者 の 背 中 に 当 て ら れ る 「 背 面 側 」 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 作 業 支 援 ス ー ツ １ は 、 上 装 着 部 １ ０ と 、 下 装 着 部 ２ ０ と 、 上 装 着 部 １ ０ 及 び 下 装 着 部 ２  
０ の 間 に 介 装 さ れ る 牽 引 部 ３ ０ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 上 装 着 部 １ ０ 及 び 下 装 着 部 ２  
０ は 、 例 え ば 、 ウ レ タ ン フ ォ ー ム 等 の 柔 ら か い 発 泡 材 を 中 敷 き に て 非 伸 縮 性 の 生 地 を 布 張  
り し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 装 着 部 １ ０ は 、 着 用 者 の 背 中 に 当 て ら れ る 中 央 部 １ １ と 、 中 央 部 １ １ の 右 側 上 下 位 置  
に 繋 が っ て 無 端 の 環 状 部 を な す 右 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ２ と 、 中 央 部 １ １ の 左 側 上 下 位 置 に 繋 が  
っ て 環 状 部 を な す 左 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ３ と を 、 そ れ ぞ れ 一 体 に 有 し て い る 。 上 装 着 部 １ ０ は  
、 右 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ２ と 中 央 部 １ １ と で 形 成 さ れ る 環 状 部 に 着 用 者 の 右 腕 が 通 さ れ 、 左 肩  
ハ ー ネ ス 部 １ ３ と 中 央 部 １ １ と で 形 成 さ れ る 環 状 部 に 着 用 者 の 左 腕 が 通 さ れ て 着 用 者 に 装  
着 さ れ る 。 中 央 部 １ １ 、 右 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ２ 及 び 左 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ３ は 、 着 用 者 の 肩 や 胸  
に か か る 圧 力 を で き る だ け 分 散 さ せ る た め 、 そ れ ぞ れ 幅 広 に か つ ク ッ シ ョ ン 性 を 高 め て 形  
成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 胸 ス ト ラ ッ プ １ ４ は 非 伸 縮 性 を 有 す る 紐 状 部 材 か ら な り 、 そ の 一 端 が 環 部 １ ４ Ａ と な っ  
て お り 、 そ の 他 端 に は プ ラ グ バ ッ ク ル １ ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 胸 ス ト ラ ッ プ １ ４ は 、 そ  
の 環 部 １ ４ Ａ に 右 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ２ が 通 さ れ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 胸 ス ト  
ラ ッ プ １ ４ は 、 右 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ２ に 沿 っ て 上 下 に 移 動 自 在 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 左 側 の 胸 ス ト ラ ッ プ １ ５ も 同 様 に 非 伸 縮 性 を 有 す る 紐 状 部 材 か ら な り 、 そ の 一 端 の 環 部  
１ ５ Ａ に 左 肩 ハ ー ネ ス 部 １ ３ が 通 さ れ て 移 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 胸 ス ト ラ ッ プ １  
５ の 他 端 に は ソ ケ ッ ト バ ッ ク ル １ ５ １ が 設 け ら れ 、 着 用 者 の 胸 の 前 の 位 置 で 、 右 側 の 胸 ス  
ト ラ ッ プ １ ４ の プ ラ グ バ ッ ク ル １ ４ １ と ワ ン タ ッ チ で 着 脱 可 能 と さ れ て い る 。 胸 ス ト ラ ッ  
プ １ ４ 及 び ／ 又 は 胸 ス ト ラ ッ プ １ ５ に 長 さ を 調 整 可 能 な ア ジ ャ ス タ ー を 設 け て も よ い 。 ア  
ジ ャ ス タ ー で 胸 ス ト ラ ッ プ １ ４ 及 び ／ 又 は 胸 ス ト ラ ッ プ １ ５ を 短 く 締 め 付 け る こ と で 、 胸  
か ら 肩 回 り の フ ィ ッ ト 感 を 高 め 、 ア シ ス ト 力 を 効 率 よ く 体 幹 に 作 用 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 下 装 着 部 ２ ０ は 、 中 央 部 ２ １ と 、 中 央 部 ２ １ の 右 斜 め 下 に 延 び る 右 腿 当 て 部 ２ ２ と 、 中  
央 部 ２ １ の 左 斜 め 下 に 延 び る 左 腿 当 て 部 ２ ３ と 、 中 央 部 ２ １ の 右 下 に 延 び る 右 尻 巻 付 け 部  
２ ６ と 、 中 央 部 ２ １ の 左 下 に 延 び る 左 尻 巻 付 け 部 ２ ８ と を 、 そ れ ぞ れ 一 体 に 有 し て い る 。  
右 腿 当 て 部 ２ ２ に は 腿 ベ ル ト ２ ４ の 一 端 が 縫 合 さ れ 、 左 腿 当 て 部 ２ ３ に は 腿 ベ ル ト ２ ５ の  
一 端 が 縫 合 さ れ て い る 。 右 尻 巻 付 け 部 ２ ６ に は ハ ー ネ ス ２ ７ の 一 端 が 縫 合 さ れ て い る 。 ま  
た 、 左 尻 巻 付 け 部 ２ ８ に も ハ ー ネ ス ２ ９ の 一 端 が 縫 合 さ れ て い る 。 ハ ー ネ ス ２ ７ 、 ２ ９ の  
他 端 に は 、 バ ッ ク ル リ ン グ ２ ７ １ 、 ２ ９ １ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 着 用 者 へ の 装 着 時 に は 、 中 央 部 ２ １ の 右 下 部 付 近 で あ っ て 右 腿 当 て 部 ２ ２ 及 び 右 尻 巻 付  
け 部 ２ ６ が 分 岐 す る 腹 側 部 分 に 、 着 用 者 の 右 臀 部 が 当 て ら れ る 。 ま た 、 中 央 部 ２ １ の 左 下  
部 付 近 で あ っ て 左 腿 当 て 部 ２ ３ 及 び 左 尻 巻 付 け 部 ２ ８ が 分 岐 す る 腹 側 部 分 に 、 着 用 者 の 左  
臀 部 が 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 そ し て 、 右 腿 当 て 部 ２ ２ を 着 用 者 の 右 腿 に 外 側 か ら 巻 き 付 け る よ う に 当 て 、 右 尻 巻 付 け  
部 ２ ６ を 着 用 者 の 股 下 か ら 右 腿 の 内 側 に 巻 き 付 け る 。 腿 ベ ル ト ２ ４ を ハ ー ネ ス ２ ７ の バ ッ  
ク ル リ ン グ ２ ７ １ に 任 意 の 長 さ 位 置 に 留 め る こ と で 、 右 腿 当 て 部 ２ ２ 及 び 右 尻 巻 付 け 部 ２  
６ が 着 用 者 の 右 太 腿 を 拘 束 す る よ う に 装 着 さ れ る 。 同 様 に 、 左 腿 当 て 部 ２ ３ を 着 用 者 の 左  
腿 に 外 側 か ら 巻 き 付 け る よ う に 当 て 、 左 尻 巻 付 け 部 ２ ８ を 股 下 か ら 左 腿 に 内 側 に 巻 き 付 け  
た 状 態 で 、 腿 ベ ル ト ２ ５ を ハ ー ネ ス ２ ９ の バ ッ ク ル リ ン グ ２ ９ １ に 留 め る こ と で 、 左 腿 当  
て 部 ２ ３ 及 び 左 尻 巻 付 け 部 ２ ８ が 着 用 者 の 左 太 腿 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 作 業 支 援 ス ー ツ １ は 、 上 装 着 部 １ ０ 及 び 下 装 着 部 ２ ０ 間 に 介 装 さ れ 、 着 用  
者 の 背 中 側 で 上 装 着 部 １ ０ 及 び 下 装 着 部 ２ ０ 間 に 張 力 Ｔ を 作 用 さ せ て 牽 引 す る 牽 引 部 ３ ０  
を 備 え て い る 。 牽 引 部 ３ ０ は 、 作 業 支 援 ス ー ツ １ の 上 装 着 部 １ ０ に 接 続 さ れ る 上 接 続 部 材  
３ ２ と 、 下 装 着 部 ２ ０ に 接 続 さ れ る 下 接 続 部 材 ３ ３ と 、 互 い に 重 ね ら れ た 少 な く と も ２ 枚  
の 弾 性 帯 ３ １ １ 、 ３ １ ２ と を 有 し て い る 。 弾 性 帯 ３ １ １ 、 ３ １ ２ は 、 上 接 続 部 材 ３ ２ を 介  
し て 上 装 着 部 １ ０ に 連 結 さ れ 、 下 接 続 部 材 ３ ３ を 介 し て 下 装 着 部 ２ ０ に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 「 １ 枚 の 弾 性 帯 」 と い う 場 合 に は 、 文 字 通 り 単 層 の 帯 体 の 他 、 環 状 で は あ る が  
全 体 と し て は フ ラ ッ ト な 態 様 の 帯 体 や 、 環 状 の 帯 体 の 内 側 を 張 り 合 わ せ て ２ 層 に し た も の  
も 「 １ 枚 の 弾 性 帯 」 に 含 ま れ る も の と 解 釈 さ れ る 。 以 下 説 明 さ れ る 実 施 例 １ ～ ３ の 外 側 弾  
性 帯 ３ １ １ 及 び 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ は 、 ど ち ら も 巻 回 さ れ た 帯 体 で は あ る が 、 そ れ ぞ れ が 折  
り 返 し 部 で あ る 上 端 及 び 下 端 を 有 す る フ ラ ッ ト な 「 １ 枚 の 弾 性 帯 」 と し て 説 明 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 上 接 続 部 材 ３ ２ 及 び 下 接 続 部 材 ３ ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 例 え ば 機 械 加 工 、 プ レ ス 加 工  
又 は ダ イ カ ス ト 法 等 で 形 成 さ れ る 金 属 製 の 部 材 で あ る 。 ま た 、 よ り 軽 量 化 す る た め 、 上 接  
続 部 材 ３ ２ 及 び 下 接 続 部 材 ３ ３ を 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク で 射 出 成 形 し て も よ い 。 ま た 、 外 側 弾  
性 帯 ３ １ １ 及 び 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 生 地 に は 、 そ れ ぞ れ 少 な く と も 長 手 方 向 に 伸 縮 性 を 有  
す る よ う に 、 例 え ば エ ラ ス ト マ ー 繊 維 樹 脂 が 織 り 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 図 ２ ～ ６ を 参 照 し て 、 本 考 案 の 実 施 例 １ に よ る 牽 引 部 ３ ０ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 ２ は 、  
実 施 例 １ に よ る 牽 引 部 ３ ０ の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ の 牽 引 部 ３ ０ の 張 力  
を 増 大 さ せ た 状 態 に あ る 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ に は 上 接 続 部 材 ３ ２ の 詳 細 が 示 さ れ る 。 上 接 続 部 材 ３ ２ は 、 平 坦 部 ３ ２ １ と 、 牽 引  
方 向 Ｔ に 対 し 直 交 す る 方 向 に 四 角 環 状 に 立 ち 上 が る 上 係 止 部 ３ ２ ２ と を 一 体 的 に 有 し て い  
る 。 平 坦 部 ３ ２ １ に は 、 上 装 着 部 １ ０ の 中 央 部 １ １ の ボ ル ト 孔 （ 図 示 せ ず ） に 固 定 接 続 す  
る た め 、 ノ ブ ボ ル ト ３ ４ の ボ ル ト 部 が 通 さ れ る 貫 通 孔 ３ ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 平  
坦 部 ３ ２ １ の 端 に は 、 四 角 形 の 細 孔 を 有 す る 環 状 端 部 ３ ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ に は 下 接 続 部 材 ３ ３ の 詳 細 が 示 さ れ る 。 下 接 続 部 材 ３ ３ は 、 平 坦 部 ３ ３ １ と 、 牽 引  
方 向 Ｔ に 対 し 直 交 す る 方 向 に 四 角 環 状 に 立 ち 上 が る 下 係 止 部 ３ ３ ２ と を 一 体 的 に 有 し て い  
る 。 平 坦 部 ３ ３ １ に は 、 下 装 着 部 ２ ０ の 接 続 プ レ ー ト ２ １ ０ の 何 れ か の ボ ル ト 孔 ２ １ １ （  
接 続 部 ； 図 １ ６ 参 照 ） に 固 定 接 続 す る た め 、 ノ ブ ボ ル ト ３ ５ の ボ ル ト 部 が 通 さ れ る 貫 通 孔  
３ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 上 接 続 部 材 ３ ２ 及 び 下 接 続 部 材 ３ ３ に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 し て い る  
。 具 体 的 に 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 そ の 上 端 側 が 上 接 続 部 材 ３ ２ の 上 係 止 部 ３ ２ ２ に 巻 回  
し て 接 続 し て い る 。 ま た 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 そ の 下 端 側 が 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 下 端  
側 に 設 け ら れ て い る 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ （ 例 え ば 図 ６ 参 照 ） に 外 側 か ら 挿 通 し た 状 態  
で 、 下 接 続 部 材 ３ ３ の 下 係 止 部 ３ ３ ２ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ は 、 そ の 上 端 側 が 上 接 続 部 材 ３ ２ の 環 状 端 部 ３ ２ ４ に 巻 回 し て 接 続 し  
、 そ の 下 端 側 が 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。 そ し て 、 下 バ ッ ク ル リ  
ン グ ３ １ ４ は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 下 端 側 を 外 側 か ら 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 下 接 続 部 材 ３ ３  
の 下 係 止 部 ３ ３ ２ に 係 脱 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 示 し た よ う に 、 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ を 下 係 止 部 ３ ３ ２ か ら 外 し た 場 合 に は 、  
牽 引 部 ３ ０ の 全 体 の 弾 性 係 数 （ Ｋ ） は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （ Ｋ １ ） と な る （ Ｋ  
＝ Ｋ １ ） 。 ま た 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ を 下 係 止 部 ３ ３ ２ に 係 止  
さ せ た 場 合 に は 、 牽 引 部 ３ ０ の 全 体 の 弾 性 係 数 （ Ｋ ） は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （  
Ｋ １ ） と 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 弾 性 係 数 （ Ｋ ２ ） の 合 計 と な る （ Ｋ ＝ Ｋ １ ＋ Ｋ ２ ） 。 す な  
わ ち 、 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ を 下 係 止 部 ３ ３ ２ か ら 係 脱 さ せ る こ と で 、 牽 引 部 ３ ０ の 伸  
び 量 に 対 す る 張 力 Ｔ を 簡 単 に 変 更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 の 体 力 や 作 業 内  
容 等 に 応 じ て 、 牽 引 部 ３ ０ の 張 力 Ｔ や ア シ ス ト 力 を 最 適 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （ Ｋ １ ） を 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 弾 性 係 数 （ Ｋ ２ ）  
よ り も 大 き く 設 定 す る こ と （ Ｋ １ ＞ Ｋ ２ ） が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 調 整 可 能 な 張 力 Ｔ の  
範 囲 を 狭 め て ア シ ス ト 力 の 微 調 整 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 次 に 、 図 ７ ～ １ ０ を 参 照 し て 、 本 考 案 の 実 施 例 ２ に よ る 牽 引 部 ３ ０ の 構 成 を 説 明 す る 。  
図 ７ は 、 実 施 例 ２ に よ る 牽 引 部 ３ ０ の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 図 ７ の 牽 引 部 ３  
０ の 張 力 を 増 大 さ せ た 状 態 に あ る 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ９ に は 上 接 続 部 材 ３ ２ の 詳 細 が 示 さ れ る 。 上 接 続 部 材 ３ ２ は 、 平 坦 部 ３ ２ １ と 、 牽 引  
方 向 Ｔ に 対 し 直 交 す る 方 向 に 四 角 環 状 に 立 ち 上 が る 上 係 止 部 ３ ２ ２ と を 一 体 的 に 有 し て い  
る 。 平 坦 部 ３ ２ １ に は 、 上 装 着 部 １ ０ の 中 央 部 １ １ の ボ ル ト 孔 （ 図 示 せ ず ） に 固 定 接 続 す  
る た め 、 ノ ブ ボ ル ト ３ ４ の ボ ル ト 部 が 通 さ れ る 貫 通 孔 ３ ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ０ に は 下 接 続 部 材 ３ ３ の 詳 細 が 示 さ れ る 。 下 接 続 部 材 ３ ３ は 、 平 坦 部 ３ ３ １ と 、 牽  
引 方 向 Ｔ に 対 し 直 交 す る 方 向 に 四 角 環 状 に 立 ち 上 が る 下 係 止 部 ３ ３ ２ と を 一 体 的 に 有 し て  
い る 。 平 坦 部 ３ ３ １ に は 、 下 装 着 部 ２ ０ の 接 続 プ レ ー ト ２ １ ０ の 何 れ か の ボ ル ト 孔 ２ １ １  
（ 接 続 部 ； 図 １ ６ 参 照 ） に 固 定 接 続 す る た め 、 ノ ブ ボ ル ト ３ ５ の ボ ル ト 部 が 通 さ れ る 貫 通  
孔 ３ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 平 坦 部 ３ ３ １ の 端 に は 、 四 角 形 の 細 孔 を 有 す る 環 状 端  
部 ３ ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 上 接 続 部 材 ３ ２ 及 び 下 接 続 部 材 ３ ３ に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 し て い る  
。 具 体 的 に 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 そ の 上 端 側 が 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 上 端 側 に 設 け ら れ  
て い る 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ に 外 側 か ら 挿 通 し た 状 態 で 、 上 接 続 部 材 ３ ２ の 上 係 止 部 ３  
２ ２ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。 ま た 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 そ の 下 端 側 が 下 接 続 部 材 ３ ３  
の 下 係 止 部 ３ ３ ２ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ は 、 そ の 上 端 側 が 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ に 巻 回 し て 接 続 し 、 そ の 下  
端 側 が 下 接 続 部 材 ３ ３ の 環 状 端 部 ３ ３ ４ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。 そ し て 、 上 バ ッ ク ル リ  
ン グ ３ １ ３ は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 上 端 側 を 外 側 か ら 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 上 接 続 部 材 ３ ２  
の 上 係 止 部 ３ ２ ２ に 係 脱 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ に 示 し た よ う に 、 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ を 上 係 止 部 ３ ２ ２ か ら 外 し た 場 合 に は 、  
牽 引 部 ３ ０ の 全 体 の 弾 性 係 数 （ Ｋ ） は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （ Ｋ １ ） と な る （ Ｋ  
＝ Ｋ １ ） 。 ま た 、 図 ８ に 示 し た よ う に 、 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ を 上 係 止 部 ３ ２ ２ に 係 止  
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さ せ た 場 合 に は 、 牽 引 部 ３ ０ の 全 体 の 弾 性 係 数 （ Ｋ ） は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （  
Ｋ １ ） と 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 弾 性 係 数 （ Ｋ ２ ） の 合 計 と な る （ Ｋ ＝ Ｋ １ ＋ Ｋ ２ ） 。 す な  
わ ち 、 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ を 上 係 止 部 ３ ２ ２ か ら 係 脱 さ せ る こ と で 、 牽 引 部 ３ ０ の 伸  
び 量 に 対 す る 張 力 Ｔ を 簡 単 に 変 更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 の 体 力 や 作 業 内  
容 等 に 応 じ て 、 牽 引 部 ３ ０ の 張 力 Ｔ や ア シ ス ト 力 を 最 適 に 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （ Ｋ １ ） を 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 弾 性 係 数 （ Ｋ ２ ）  
よ り も 大 き く 設 定 す る こ と （ Ｋ １ ＞ Ｋ ２ ） が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 調 整 可 能 な 張 力 Ｔ の  
範 囲 を 狭 め て ア シ ス ト 力 の 微 調 整 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ 実 施 例 ３ ）
　 次 に 、 図 １ １ ～ １ ４ を 参 照 し て 、 本 考 案 の 実 施 例 ３ に よ る 牽 引 部 ３ ０ の 構 成 を 説 明 す る  
。 図 １ １ は 、 実 施 例 ３ に よ る 牽 引 部 ３ ０ の 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。 図 １ ２ は 、 図 １ １ の  
牽 引 部 ３ ０ の 張 力 を 増 大 さ せ た 状 態 に あ る 正 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ３ に は 上 接 続 部 材 ３ ２ の 詳 細 が 示 さ れ る 。 上 接 続 部 材 ３ ２ は 、 平 坦 部 ３ ２ １ と 、 牽  
引 方 向 Ｔ に 対 し 直 交 す る 方 向 に 四 角 環 状 に 立 ち 上 が る 上 係 止 部 ３ ２ ２ と を 一 体 的 に 有 し て  
い る 。 平 坦 部 ３ ２ １ に は 、 上 装 着 部 １ ０ の 中 央 部 １ １ の ボ ル ト 孔 （ 図 示 せ ず ） に 固 定 接 続  
す る た め 、 ノ ブ ボ ル ト ３ ４ の ボ ル ト 部 が 通 さ れ る 貫 通 孔 ３ ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ４ に は 下 接 続 部 材 ３ ３ の 詳 細 が 示 さ れ る 。 下 接 続 部 材 ３ ３ は 、 平 坦 部 ３ ３ １ と 、 牽  
引 方 向 Ｔ に 対 し 直 交 す る 方 向 に 四 角 環 状 に 立 ち 上 が る 下 係 止 部 ３ ３ ２ と を 一 体 的 に 有 し て  
い る 。 平 坦 部 ３ ３ １ に は 、 下 装 着 部 ２ ０ の 接 続 プ レ ー ト ２ １ ０ の 何 れ か の ボ ル ト 孔 ２ １ １  
（ 接 続 部 ； 図 １ ６ 参 照 ） に 固 定 接 続 す る た め 、 ノ ブ ボ ル ト ３ ５ の ボ ル ト 部 が 通 さ れ る 貫 通  
孔 ３ ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 上 接 続 部 材 ３ ２ 及 び 下 接 続 部 材 ３ ３ に 掛 け 渡 さ れ て 接 続 し て い る  
。 具 体 的 に 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 そ の 上 端 側 が 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 上 端 側 に 設 け ら れ  
て い る 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ に 外 側 か ら 挿 通 し た 状 態 で 、 上 接 続 部 材 ３ ２ の 上 係 止 部 ３  
２ ２ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。 ま た 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ は 、 そ の 下 端 側 が 、 内 側 弾 性 帯 ３  
１ ２ の 下 端 側 に 設 け ら れ て い る 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ に 外 側 か ら 挿 通 し た 状 態 で 、 下 接  
続 部 材 ３ ３ の 下 係 止 部 ３ ３ ２ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ は 、 そ の 上 端 側 が 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ に 巻 回 し て 接 続 し 、 そ の 下  
端 側 が 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ に 巻 回 し て 接 続 し て い る 。 そ し て 、 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １  
３ は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 上 端 側 を 外 側 か ら 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 上 接 続 部 材 ３ ２ の 上 係 止  
部 ３ ２ ２ に 係 脱 可 能 と さ れ て い る 。 ま た 、 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ も 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １  
の 下 端 側 を 外 側 か ら 挿 通 さ せ た 状 態 で 、 下 接 続 部 材 ３ ３ の 下 係 止 部 ３ ３ ２ に 係 脱 可 能 と さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ １ に 示 し た よ う に 、 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ を 上 係 止 部 ３ ２ ２ か ら 外 し た 場 合 、 及  
び ／ 又 は 、 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ を 下 係 止 部 ３ ３ ２ か ら 外 し た 場 合 に は 、 牽 引 部 ３ ０ の  
全 体 の 弾 性 係 数 （ Ｋ ） は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （ Ｋ １ ） と な る （ Ｋ ＝ Ｋ １ ） 。 ま  
た 、 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ を 上 係 止 部 ３ ２ ２ に 係 止 さ せ 、 か つ  
、 下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ を 下 係 止 部 ３ ３ ２ に も 係 止 さ せ た 場 合 に は 、 牽 引 部 ３ ０ の 全 体  
の 弾 性 係 数 （ Ｋ ） は 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （ Ｋ １ ） と 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 弾 性  
係 数 （ Ｋ ２ ） の 合 計 と な る （ Ｋ ＝ Ｋ １ ＋ Ｋ ２ ） 。 す な わ ち 、 上 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ 又 は  
下 バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ４ を 係 脱 さ せ る こ と で 、 牽 引 部 ３ ０ の 伸 び 量 に 対 す る 張 力 Ｔ を 簡 単  
に 変 更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 の 体 力 や 作 業 内 容 等 に 応 じ て 、 牽 引 部 ３ ０  
の 張 力 Ｔ や ア シ ス ト 力 を 最 適 に 調 整 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 外 側 弾 性 帯 ３ １ １ の 弾 性 係 数 （ Ｋ １ ） を 、 内 側 弾 性 帯 ３ １ ２ の 弾 性 係 数 （ Ｋ ２ ）  
よ り も 大 き く 設 定 す る こ と （ Ｋ １ ＞ Ｋ ２ ） が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 調 整 可 能 な 張 力 Ｔ の  
範 囲 を 狭 め て ア シ ス ト 力 の 微 調 整 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 作 業 支 援 ス ー ツ １ に よ れ ば 、 例 え ば 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 牽 引 部 ３ ０ に よ  
っ て 着 用 者 の 両 肩 か ら 臀 部 に か け て 張 力 Ｔ を 作 用 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 左 右 の 腿 当 て  
部 ２ ２ 、 ２ ３ と 巻 付 け 部 ２ ６ 、 ２ ８ と が 着 用 者 の 両 太 腿 を 拘 束 す る よ う に 装 着 さ れ る の で  
、 着 用 者 が 例 え ば 腰 を 屈 め て 荷 物 Ｗ を 持 ち 上 げ る 際 に 、 牽 引 部 ３ ０ の 張 力 Ｔ を 主 成 分 と す  
る ア シ ス ト 力 Ｓ を 、 左 右 の 腿 当 て 部 ２ ２ 、 ２ ３ を 支 点 に し て 両 太 腿 の 前 面 に 作 用 さ せ る こ  
と が で き る 。 し た が っ て 、 例 え ば 足 を 踏 ん 張 っ て 荷 物 Ｗ を 上 げ 下 ろ し す る よ う な 体 幹 を 使  
う 動 作 に お い て 、 効 率 的 に パ ワ ー を ア シ ス ト す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 牽 引 部 ３ ０ の バ ッ ク ル リ ン グ ３ １ ３ 、 ３ １ ４ を 係 脱 さ せ る こ と で 、 簡 単 に 張 力 Ｔ  
を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 着 用 者 の 体 力 や 作 業 内 容 等 に 応 じ て 、 牽 引 部 ３ ０  
か ら の ア シ ス ト 力 Ｔ 、 Ｓ を 最 適 に 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 か か る 有 益 な 機 能 を 有 す  
る 牽 引 部 ３ ０ を 簡 素 な 構 成 で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 例 え ば 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 下 装 着 部 ２ ０ の 中 央 部 ２ １ の 接 続 プ レ ー ト ２ １ ０ に  
、 牽 引 部 ３ ０ の 下 接 続 部 材 ３ ３ を 固 定 接 続 さ せ る た め の 接 続 部 で あ る ボ ル ト 孔 ２ １ １ 、 ２  
１ １ 、 ・ ・ ・ を 複 数 位 置 に 配 列 し て 設 け て も よ い 。 牽 引 部 ３ ０ を 固 定 す る た め の ノ ブ ボ ル  
ト ３ ５ を 、 接 続 プ レ ー ト ２ １ ０ の 何 れ か の ボ ル ト 孔 ２ １ １ に 螺 合 さ せ て 接 続 す る こ と で 、  
作 業 支 援 ス ー ツ １ の サ イ ズ （ 具 体 的 に は 牽 引 部 ３ ０ を 介 し た 上 装 着 部 １ ０ と 下 装 着 部 ２ ０  
と の 間 隔 距 離 ） を 着 用 者 の 身 長 に 合 わ せ て 簡 単 に 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 示 は し  
な い が 、 そ の よ う な ボ ル ト 孔 （ 接 続 部 ） の 配 列 を 上 装 着 部 １ ０ の 中 央 部 １ １ に 設 け て も よ  
い 。 こ の 態 様 に よ っ て も 、 作 業 支 援 ス ー ツ １ の サ イ ズ を 調 整 で き 、 着 用 者 の 身 長 に 簡 単 に  
フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
１   作 業 支 援 ス ー ツ
１ ０   上 装 着 部
１ １   中 央 部
１ ２   右 肩 ハ ー ネ ス 部
１ ３   左 方 ハ ー ネ ス 部
１ ４ 、 １ ５   胸 ス ト ラ ッ プ
２ ０   下 装 着 部
２ １   中 央 部
２ ２   右 腿 当 て 部
２ ３   左 腿 当 て 部
２ ４ 、 ２ ５   腿 ベ ル ト
２ ６   右 尻 巻 付 け 部
２ ７   ハ ー ネ ス
２ ８   左 尻 巻 付 け 部
２ ９   ハ ー ネ ス
３ ０   牽 引 部
３ ２   上 接 続 部 材
３ ３   下 接 続 部 材
３ ４ 、 ３ ５   ノ ブ ボ ル ト
２ １ ０   接 続 プ レ ー ト
２ １ １   ボ ル ト 孔
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３ １ １   外 側 弾 性 帯
３ １ ２   内 側 弾 性 帯
３ １ ３   上 バ ッ ク ル リ ン グ
３ １ ４   下 バ ッ ク ル リ ン グ
３ ２ １   平 坦 部
３ ２ ２   上 係 止 部
３ ２ ３   貫 通 孔
３ ２ ４   環 状 端 部
３ ３ １   平 坦 部
３ ３ ２   上 係 止 部
３ ３ ３   貫 通 孔
３ ３ ４   環 状 端 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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